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Ⅰ. はじめに

――大真大学のすぐ裏手、韓国史上最大の寺院か？
仏国寺さえ得られなかった韓国仏教最高の地位を持つ檜巌寺、なぜか？

無学大師？ 指空？ 金剛山？ なぜ華厳経か？
なぜ朝鮮時代の寺院でありながら韓国史上最大の寺院なのか？
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Ⅰ. はじめに

檜巌寺址

オハ峠（魚河峠）

琴峴里支石墓

弓裔 鳴聲山

旧邑里弥勒仏

自作里先史時代遺跡

王方山
仙壇里
大真大学校

天宝山（杏村李嵒）

金剛山――楸哥嶺構造谷

――今おられる場
所こそ金剛山へ向
かう道
――地球の中心（
メッカ）
黄金比、地球風水
――ユーラシア中
心鉄道

（京義線と京元線
）



- 4 -

Ⅰ. はじめに

http://www.newstown.co.kr/news/articleView.html?idxno=346135

英国BBC放送「韓国の王妃となったインドの王女（The Indian princess 
who became a South Korean queen）」

西北工程：ウイグルは中国の領土だとする
秦の始皇帝は女真族の金氏であった
秦の始皇帝は「皇帝」の称号を用いた。
つまるところ黄帝は金氏であった。
金はアルタイを象徴する。韓国の姓である。

http://www.newstown.co.kr/news/articleView.html?idxno=346135
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Ⅰ. はじめに

文字どおり、鉄(金)よりも硬い(剛)石(石)であるから金剛石です。サンスクリット語のヴァジュラ(वज)は、雷とダイヤモンドを指す語です。そこでインドラが用いる、雷を落とす武器であるヴァジュラ(वज्)を金剛杵(金剛杵)と訳します。

ヴァジュラッチェーディカー・プラジュニャーパーラミター・スートラ(वज्रचे्छदिकाप्रज्ञापारदितासूत्र)を金剛経(金剛経)と訳します。ところがヴァジュラ(वज)には雷とダイヤモンドという二つの意味があるため、堅固な金剛が他のものを砕くように一切の煩悩を断つという意味(金剛経)なのか、雷(霹靂)によって金剛のように硬い煩悩をも能く砕くという意味(能断金剛)なのか――霹靂能断金剛――

投資誘致――ユーラシア鉄道の中心地
古代インドにダイヤモンドがあったという言及はほとんどない。



- 6 -

Ⅰ. はじめに

金剛杵:雷の武器

金剛力士:明心見性:刀と金の気:火の刀

丹青の文様――お入りになった正門の丹青:太極の元祖?
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